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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（I）で表される化合物に由来する構造単位を含有する配向膜、並びに
重合性液晶化合物に由来する構造単位を含む液晶性高分子を該配向膜に被覆してなる被覆
層、
を含む光学フィルムであって、該被覆層が複屈折性を示す層である光学フィルム。

（式中、Ｒ１は、水素、ハロゲン、メチル基またはトリフルオロメチル基を表す。
ａ１は、２つのアミノ基およびｂとの結合手を水素に置換したとき、ベンゼンまたはピリ
ミジンとなる基を表す。
ｂは、－Ｏ－、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－または単結合を表す。ａ２は、炭素数１～１０のアル
キレン基を表す。）
【請求項２】
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　ａ１が、２つのアミノ基およびｂとの結合手を水素に置換したとき、ベンゼンとなる基
である請求項１記載の光学フィルム。
【請求項３】
　配向膜が、式（I）で表される化合物および酸無水物からなる重合物の膜を配向してな
るものである請求項１または２記載の光学フィルム。
【請求項４】
　被覆層が、重合性液晶化合物を含む溶液を該配向膜に塗工し、該化合物を重合させてな
る層である請求項１～３のいずれかに記載の光学フィルム。
【請求項５】
　重合性液晶化合物が、式（１）で表される化合物である請求項１～４のいずれかに記載
の光学フィルム。
　Ｐ１－Ｅ１－Ｂ１－Ａ１-Ｂ２-Ａ２-Ｂ３－Ａ３－Ｂ４－Ｅ２－Ｐ２　（１）
（式中、Ａ１、Ａ２及びＡ３は、それぞれ独立に、２価の環状炭化水素基、２価の複素環
基、メチレンフェニレン基、オキシフェニレン基、チオフェニレン基を表す。Ａ１～Ａ３
には、アルキル基、アルコキシ基、ハロゲン原子が結合していてもよい。
　Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３及びＢ４は、それぞれ独立に、前記ｂと同じ意味を表す。ここで、Ｒ
及びＲ’はそれぞれ独立に、水素原子またはアルキル基を表す。
　Ｅ１及びＥ２は、それぞれ独立に、炭素数２～２５のアルキレン基を表し、Ｅ１及びＥ
２は、さらにアルキル基、アルコキシ基、ハロゲン原子が結合していてもよい。
　Ｐ１及びＰ２は、水素原子または重合性基を表し、Ｐ１及びＰ２の少なくとも一方は重
合性基である。）
【請求項６】
　重合性液晶化合物が、式（１－１）～（１－１０）で表される化合物である請求項１～
４のいずれかに記載の光学フィルム。

【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の光学フィルムを含むフラットパネル表示装置。
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【請求項８】
　式（I）で表される化合物および酸無水物からなる重合物を含む溶液を調製し、該溶液
を支持基材に塗工、乾燥し、得られた膜を配向処理して配向膜を得、別途、調製される重
合性液晶化合物を含む溶液を該配向膜に被覆し、重合する光学フィルムの製造方法。

（式中、Ｒ１は、水素、ハロゲン、メチル基またはトリフルオロメチル基を表す。
ａ１は、２つのアミノ基およびｂとの結合手を水素に置換したとき、ベンゼンまたはピリ
ミジンとなる基を表す。
ｂは、－Ｏ－、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－または単結合を表す。ａ２は、炭素数１～１０のアル
キレン基を表す。）

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複屈折性を有する光学フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＲＴと比較して省スペースや低消費電力である液晶表示装置（ＬＣＤ）や有機エレク
トロルミネッセンス（ＥＬ）などのフラットパネル表示装置（ＦＰＤ）は、コンピュータ
、テレビ、携帯電話、カーナビゲーションあるいは携帯情報端末の画面として、広く普及
している。そして、ＦＰＤには、反射防止、視野角拡大などのためにさまざまな光学フィ
ルムが用いられている。例えば、屈折率の異なる光学薄膜層を多層化して光の干渉効果で
表面の反射率を低減させるアンチリフレクション（ＡＲ）フィルムなどの反射防止フィル
ム、特定の振動方向の光だけ透過させ他の光を遮断する偏光フィルム、ＳＴＮ方式やＴＮ
方式などのＬＣＤの干渉色を光学的に色補償する位相差フィルム、偏光フィルムと位相差
フィルムを一体化した楕円偏光フィルム、ＬＣＤの視野角を拡大する視野角拡大フィルム
などが挙げられる。
　光学フィルムの１種としては、λ／４板が知られ、その製造方法としては、ポリビニル
アルコール、ポリカーボネートやシクロオレフィン系などのフィルムを延伸する方法が一
般的である。
　また、延伸フィルムとは異なる光学補償性を与える光学フィルムとしては、例えば、ア
ルキル変性ポリビニールアルコールやポリイミド等の配向膜用フィルムをラビング処理し
て配向膜を得、該配向膜に重合性液晶分子を被覆・重合させて、得られる高分子の層が複
屈折性を示す被覆層を含む光学フィルムが知られている（特許文献１、非特許文献１）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１１４３３０号公報
【非特許文献１】Jpn. J. Appl. Phys. Vol.32(1993) pp.L1242-1244
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　かかる光学フィルムは偏光板に含まれて使用され、該偏光板は液晶パネルのガラス面に
貼合される。偏光板を貼合する際に角度がずれたり、皺が生じたりなどの不都合が生じた
場合には、貼合された偏光板を液晶パネルのガラス面からきれいに剥離させて液晶パネル
は再び、異なる偏光板と貼合される。
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　本発明者らは、ポリアミック酸又はポリイミドをラビング処理してなる配向膜に重合性
液晶分子を被覆・重合させてなる光学フィルムを調製したところ、該配向膜と該被覆層と
の間の接着性が十分ではないことが明らかになった。このような接着性が不十分な光学フ
ィルムを含む偏光板を用いると、不都合が生じた場合、貼合された偏光板を液晶パネルの
ガラス面からきれいに剥離させることができないという問題が明らかになった。
　本発明の目的は、ポリアミック酸又はポリイミド等をラビング処理して得られる配向膜
に高分子を被覆して得られる被覆層を含む光学フィルムであって、該配向膜と該被覆層と
の間の接着性が向上した光学フィルムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、分子内に少なくとも２つのアミノ基と少なくとも１つのオレフィン性不飽和
結合とを含む化合物に由来する構造単位を含有する配向膜、並びに
重合性液晶化合物に由来する構造単位を含む液晶性高分子を該配向膜に被覆してなる被覆
層、
を含む光学フィルムであって、該被覆層が複屈折性を示す層である光学フィルムである。
【０００６】
　分子内に少なくとも２つのアミノ基と少なくとも１つのオレフィン性不飽和結合とを含
む化合物（以下、本多価アミンという場合がある）としては、中でも、式（I）及び／又
は式（II）で表される化合物であることが好ましい。

（式中、Ｒ１は、水素、ハロゲン、メチル基またはトリフルオロメチル基を表す。
ａ１は、炭素数５～１４の３価の芳香族基を表す。ａ１に含まれる炭素は窒素、酸素、硫
黄、スルホニル基（－ＳＯ２－）に置換されていてもよく、ａ１に含まれる水素は、ハロ
ゲン、炭素数１～６のアルキル基、水酸基、炭素数１～６のアルコキシ基、カルボキシル
基、アクリロイル基、メタクロイル基に置換されていてもよい。
ｂは、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、
－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－Ｃ（＝Ｓ）－、
－Ｃ（＝Ｓ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）－Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－、
－Ｎ＝ＣＨ－、－Ｎ＝Ｎ－、－Ｎ（→Ｏ）＝Ｎ－、－Ｎ＝Ｎ（→Ｏ）－、
－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＲ－、－ＮＲ－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＮＲ－、－ＣＨ２Ｏ－、
－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、
－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ－のいずれかの２価の基、または単結合を表す。ａ２は、
分岐していてもよい炭素数１～２０のアルキレン基、２価の環状炭化水素基のいずれかの
２価の基、または単結合を表す。）
【０００７】

（式中、Ｒ１及びａ１は前記と同じ意味を表す。）
【発明の効果】
【０００８】
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　本発明の光学フィルムは、優れた複屈折性を示すとともに、配向膜と被覆層との間の接
着性に優れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明について詳細に説明する。
　本発明に用いられる配向膜は、分子内に少なくとも２つのアミノ基と少なくとも１つの
オレフィン性不飽和結合とを含む化合物（以下、本多価アミンという場合がある）に由来
する構造単位を含有する配向膜である。
　配向膜における本多価アミンに由来する構造単位の含有量は、通常、配向膜を構成する
全ての構造単位に対して、１０mol％以上、好ましくは、３０～１００mol％である。１０
mol％以上であると、後述する重合性液晶化合物を被覆し、重合させてなる被覆層と得ら
れる配向膜との接着性が向上する傾向があることから好ましい。
【００１０】
　本多価アミンの一例として式（１５）および（１６）で表される化合物などのステロイ
ド骨格にオレフィン性不飽和結合及び少なくとも２つのアミノ基を有する化合物が例示さ
れるが、式（I）及び／又は式（II）で表される化合物が製造が容易であることから好ま
しい。
【００１１】

【００１２】

【００１３】
　式中、Ｒ１は、水素、ハロゲン、メチル基、またはトリフルオロメチル基を表し、中で
も、メチル基、水素が好ましい。
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　ａ１は、炭素数５～１４の３価の芳香族基を表す。該芳香族基を構成する炭素は、窒素
、酸素、硫黄、スルホニル基（－ＳＯ２－）に置換されていてもよい。ａ１の例を結合手
が水素に置換された化合物名で表せば、ベンゼン、ナフタレン、アントラセン、フェナト
レン、フェナレンなどの芳香族炭化水素、フラン、チオフェン、ピリジン、ピラジン、ピ
リミジン、キノクサリン、キナゾリン、フェナジン、ベンゾフラン、チアナフテンなどの
芳香族性複素環などが挙げられる。
　ａ１に含まれる水素は、フッ素、塩素、臭素などのハロゲン；メチル基、エチル基、イ
ソプロピル基、ｔ－ブチル基などの炭素数１～６のアルキル基；水酸基；メトキシ基、エ
トキシ基、ｔ－ブトキシ基などの炭素数１～６のアルコキシ基；カルボキシル基；アクリ
ロイル基；メタクリロイル基に置換されていてもよい。
　ａ１の好ましい例示を結合手が水素に置換された化合物名で表せば、製造の容易さから
、ベンゼン、ピリミジンが挙げられ、好ましくは、ベンゼンである。
【００１４】
　ｂは、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、
－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－Ｃ（＝Ｓ）－、
－Ｃ（＝Ｓ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）－Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－、
－Ｎ＝ＣＨ－、－Ｎ＝Ｎ－、－Ｎ（→Ｏ）＝Ｎ－、－Ｎ＝Ｎ（→Ｏ）－、
－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＲ－、－ＮＲ－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＮＲ－、－ＣＨ２Ｏ－、
－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、
－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ－のいずれかの２価の基、または単結合を表す。中でも、
製造の容易さから、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－、単結合が好ましい。
【００１５】
　ａ２としては、例えば、メチレン基、エチレン基、プロピレン基等の分岐していてもよ
い炭素数１～２０のアルキレン基、炭素数５～２０の２価の環状炭化水素基などの２価の
基、または単結合を表す。中でも、製造の容易さから、炭素数１～１０のアルキレン基が
好ましい。
　尚、ｂおよびａ２がいずれも単結合という場合は、式（I）中のａ１と－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ
）－Ｃ（Ｒ１）＝ＣＨ２とが直接、結合していることを意味する。
【００１６】
　２価の環状炭化水素基としては、アルキル基が置換されていてもよい芳香族基またはア
ルキル基が置換されていてもよい脂環式基であり、２価の環状炭化水素基の炭素数は５～
２０である。その具体例としては、下記式で表される芳香族基などが挙げられ、

【００１７】
　脂環式基としては、下記式で表される脂環式基などが挙げられる。

【００１８】
　式（I）で表される本多価アミンとしては、例えば、２，３－ジアミノ－メタクリルオ
キシベンゼン、２，４－ジアミノ－メタクリルオキシベンゼン２，５－ジアミノ－メタク
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リルオキシベンゼン、２，６－ジアミノ－メタクリルオキシベンゼン、２，３－ジアミノ
－アクリルオキシベンゼン、２，４－ジアミノ－アクリルオキシベンゼン２，５－ジアミ
ノ－アクリルオキシベンゼン、２，６－ジアミノ－アクリルオキシベンゼン、２，３－ジ
アミノ－１，４－ジメタクリルオキシベンゼン、２，５－ジアミノ－１，４－ジメタクリ
ルオキシベンゼン、２，３－ジアミノ－１，４－ジアクリルオキシベンゼン、２，５－ジ
アミノ－１，４－ジアクリルオキシベンゼンなどの複数のアミノ基と（メタ）アクリロイ
ル基が置換されたベンゼン、
【００１９】
２，３－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、２，４－ジアミノ－１－メタクリ
ルオキシナフタレン、２，５－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、２，６－ジ
アミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、２，７－ジアミノ－１－メタクリルオキシナ
フタレン、２，８－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、３，４－ジアミノ－１
－メタクリルオキシナフタレン、３，５－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、
３，６－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、３，７－ジアミノ－１－メタクリ
ルオキシナフタレン、３，８－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、４，５－ジ
アミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、４，６－ジアミノ－１－メタクリルオキシナ
フタレン、４，７－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、４，８－ジアミノ－１
－メタクリルオキシナフタレン、５，６－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、
５，７－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、５，８－ジアミノ－１－メタクリ
ルオキシナフタレン、６，７－ジアミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、６，８－ジ
アミノ－１－メタクリルオキシナフタレン、７，８－ジアミノ－１－メタクリルオキシナ
フタレン、１，３－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、１，４－ジアミノ－２
－メタクリルオキシナフタレン、１，５－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、
１，６－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、１，７－ジアミノ－２－メタクリ
ルオキシナフタレン、１，８－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、３，４－ジ
アミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、３，５－ジアミノ－２－メタクリルオキシナ
フタレン、３，６－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、３，７－ジアミノ－２
－メタクリルオキシナフタレン、３，８－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、
４，５－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、４，６－ジアミノ－２－メタクリ
ルオキシナフタレン、４，７－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、４，８－ジ
アミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、５，６－ジアミノ－２－メタクリルオキシナ
フタレン、５，７－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、５，８－ジアミノ－２
－メタクリルオキシナフタレン、６，７－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、
６，８－ジアミノ－２－メタクリルオキシナフタレン、７，８－ジアミノ－２－メタクリ
ルオキシナフタレン、
【００２０】
２，３－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、２，４－ジアミノ－１－アクリルオ
キシナフタレン、２，５－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、２，６－ジアミノ
－１－アクリルオキシナフタレン、２，７－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、
２，８－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、３，４－ジアミノ－１－アクリルオ
キシナフタレン、３，５－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、３，６－ジアミノ
－１－アクリルオキシナフタレン、３，７－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、
３，８－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、４，５－ジアミノ－１－アクリルオ
キシナフタレン、４，６－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、４，７－ジアミノ
－１－アクリルオキシナフタレン、４，８－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、
５，６－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、５，７－ジアミノ－１－アクリルオ
キシナフタレン、５，８－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、６，７－ジアミノ
－１－アクリルオキシナフタレン、６，８－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、
７，８－ジアミノ－１－アクリルオキシナフタレン、１，３－ジアミノ－２－アクリルオ
キシナフタレン、１，４－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、１，５－ジアミノ
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－２－アクリルオキシナフタレン、１，６－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、
１，７－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、１，８－ジアミノ－２－アクリルオ
キシナフタレン、３，４－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、３，５－ジアミノ
－２－アクリルオキシナフタレン、３，６－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、
３，７－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、３，８－ジアミノ－２－アクリルオ
キシナフタレン、４，５－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、４，６－ジアミノ
－２－アクリルオキシナフタレン、４，７－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、
４，８－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、５，６－ジアミノ－２－アクリルオ
キシナフタレン、５，７－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、５，８－ジアミノ
－２－アクリルオキシナフタレン、６，７－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、
６，８－ジアミノ－２－アクリルオキシナフタレン、７，８－ジアミノ－２－アクリルオ
キシナフタレンなどの複数のアミノ基と（メタ）アクリロイル基が置換されたナフタレン
、
【００２１】
２，３－ジアミノ－（２－メタクリルオキシエチル）オキシベンゼン、２，４－ジアミノ
－（２－メタクリルオキシエチル）オキシベンゼン２，５－ジアミノ－（２－メタクリル
オキシエチル）オキシベンゼン、２，６－ジアミノ－（２－メタクリルオキシエチル）オ
キシベンゼン、２，３－ジアミノ－（２－アクリルオキシエチル）オキシベンゼン、２，
４－ジアミノ－（２－アクリルオキシエチル）オキシベンゼン２，５－ジアミノ－（２－
アクリルオキシエチル）オキシベンゼン、２，６－ジアミノ－（２－アクリルオキシエチ
ル）オキシベンゼン、２，３－ジアミノ－１，４－ジ（２－メタクリルオキシエチル）オ
キシベンゼン、２，５－ジアミノ－１，４－ジ（２－メタクリルオキシエチル）オキシベ
ンゼン、２，３－ジアミノ－１，４－ジ（２－アクリルオキシエチル）オキシベンゼン、
２，５－ジアミノ－１，４－ジ（２－アクリルオキシエチル）オキシベンゼン、
２，３－ジアミノ－（３－メタクリルオキシプロピル）オキシベンゼン、２，４－ジアミ
ノ－（３－メタクリルオキシプロピル）オキシベンゼン２，５－ジアミノ－（３－メタク
リルオキシプロピル）オキシベンゼン、２，６－ジアミノ－（３－メタクリルオキシプロ
ピル）オキシベンゼン、２，３－ジアミノ－（３－アクリルオキシプロピル）オキシベン
ゼン、２，４－ジアミノ－（３－アクリルオキシプロピル）オキシベンゼン２，５－ジア
ミノ－（３－アクリルオキシプロピル）オキシベンゼン、２，６－ジアミノ－（３－アク
リルオキシプロピル）オキシベンゼン、２，３－ジアミノ－１，４－ジ（３－メタクリル
オキシプロピル）オキシベンゼン、２，５－ジアミノ－１，４－ジ（３－メタクリルオキ
シプロピル）オキシベンゼン、２，３－ジアミノ－１，４－ジ（３－アクリルオキシプロ
ピル）オキシベンゼン、２，５－ジアミノ－１，４－ジ（３－アクリルオキシプロピル）
オキシベンゼン、
【００２２】
２，３－ジアミノ－（４－メタクリルオキシブチル）オキシベンゼン、２，４－ジアミノ
－（４－メタクリルオキシブチル）オキシベンゼン２，５－ジアミノ－（４－メタクリル
オキシブチル）オキシベンゼン、２，６－ジアミノ－（４－メタクリルオキシブチル）オ
キシベンゼン、２，３－ジアミノ－（４－アクリルオキシブチル）オキシベンゼン、２，
４－ジアミノ－（４－アクリルオキシブチル）オキシベンゼン２，５－ジアミノ－（４－
アクリルオキシブチル）オキシベンゼン、２，６－ジアミノ－（４－アクリルオキシブチ
ル）オキシベンゼン、２，３－ジアミノ－１，４－ジ（４－メタクリルオキシブチル）オ
キシベンゼン、２，５－ジアミノ－１，４－ジ（４－メタクリルオキシブチル）オキシベ
ンゼン、２，３－ジアミノ－１，４－ジ（４－アクリルオキシブチル）オキシベンゼン、
２，５－ジアミノ－１，４－ジ（４－アクリルオキシブチル）オキシベンゼン、
２，３－ジアミノ－（４－メタクリルオキシシクロヘキシル）オキシベンゼン、２，４－
ジアミノ－（４－メタクリルオキシシクロヘキシル）オキシベンゼン２，５－ジアミノ－
（４－メタクリルオキシシクロヘキシル）オキシベンゼン、２，６－ジアミノ－（４－メ
タクリルオキシシクロヘキシル）オキシベンゼン、２，３－ジアミノ－（４－アクリルオ
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キシシクロヘキシル）オキシベンゼン、２，４－ジアミノ－（４－アクリルオキシシクロ
ヘキシル）オキシベンゼン２，５－ジアミノ－（４－アクリルオキシシクロヘキシル）オ
キシベンゼン、２，６－ジアミノ－（４－アクリルオキシシクロヘキシル）オキシベンゼ
ン、２，３－ジアミノ－１，４－ジ（４－メタクリルオキシシクロヘキシル）オキシベン
ゼン、２，５－ジアミノ－１，４－ジ（４－メタクリルオキシシクロヘキシル）オキシベ
ンゼン、２，３－ジアミノ－１，４－ジ（４－アクリルオキシシクロヘキシル）オキシベ
ンゼン、２，５－ジアミノ－１，４－ジ（４－アクリルオキシシクロヘキシル）オキシベ
ンゼンなどの複数のアミノ基を有し（メタ）アクリロイル基がエーテル基を介して結合し
たベンゼン、
【００２３】
２－（メタクリロイルオキシ）メチル－２，３－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリ
ロイルオキシ）メチル－２，４－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）
メチル－２，５－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）メチル－２，６
－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）メチル－３，４－ジアミノベン
ゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）メチル－３，５－ジアミノベンゾエート、２－
（メタクリロイルオキシ）メチル－３，６－ジアミノベンゾエート、
２－（アクリロイルオキシ）メチル－２，３－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイ
ルオキシ）メチル－２，４－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイルオキシ）メチル
－２，５－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイルオキシ）メチル－２，６－ジアミ
ノベンゾエート、２－（アクリロイルオキシ）メチル－３，４－ジアミノベンゾエート、
２－（アクリロイルオキシ）メチル－３，５－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイ
ルオキシ）メチル－３，６－ジアミノベンゾエート、
２－（メタクリロイルオキシ）エチル－２，３－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリ
ロイルオキシ）エチル－２，４－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）
エチル－２，５－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）エチル－２，６
－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）エチル－３，４－ジアミノベン
ゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）エチル－３，５－ジアミノベンゾエート、２－
（メタクリロイルオキシ）エチル－３，６－ジアミノベンゾエート、
２－（アクリロイルオキシ）エチル－２，３－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイ
ルオキシ）エチル－２，４－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイルオキシ）エチル
－２，５－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイルオキシ）エチル－２，６－ジアミ
ノベンゾエート、２－（アクリロイルオキシ）エチル－３，４－ジアミノベンゾエート、
２－（アクリロイルオキシ）エチル－３，５－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイ
ルオキシ）エチル－３，６－ジアミノベンゾエート、
【００２４】
２－（メタクリロイルオキシ）プロピル２，３－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリ
ロイルオキシ）プロピル２，４－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）
プロピル２，５－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）プロピル２，６
－ジアミノベンゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）プロピル３，４－ジアミノベン
ゾエート、２－（メタクリロイルオキシ）プロピル３，５－ジアミノベンゾエート、２－
（メタクリロイルオキシ）プロピル３，６－ジアミノベンゾエート、
２－（アクリロイルオキシ）プロピル２，３－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイ
ルオキシ）プロピル２，４－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイルオキシ）プロピ
ル２，５－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイルオキシ）プロピル２，６－ジアミ
ノベンゾエート、２－（アクリロイルオキシ）プロピル３，４－ジアミノベンゾエート、
２－（アクリロイルオキシ）プロピル３，５－ジアミノベンゾエート、２－（アクリロイ
ルオキシ）プロピル３，６－ジアミノベンゾエート、
３－（メタクリロイルオキシ）プロピル－２，３－ジアミノベンゾエート、３－（メタク
リロイルオキシ）プロピル－２，４－ジアミノベンゾエート、３－（メタクリロイルオキ
シ）プロピル－２，５－ジアミノベンゾエート、３－（メタクリロイルオキシ）プロピル
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－２，６－ジアミノベンゾエート、３－（メタクリロイルオキシ）プロピル－３，４－ジ
アミノベンゾエート、３－（メタクリロイルオキシ）プロピル－３，５－ジアミノベンゾ
エート、３－（メタクリロイルオキシ）プロピル－３，６－ジアミノベンゾエート、
３－（アクリロイルオキシ）プロピル－２，３－ジアミノベンゾエート、３－（アクリロ
イルオキシ）プロピル－２，４－ジアミノベンゾエート、３－（アクリロイルオキシ）プ
ロピル－２，５－ジアミノベンゾエート、３－（アクリロイルオキシ）プロピル－２，６
－ジアミノベンゾエート、３－（アクリロイルオキシ）プロピル－３，４－ジアミノベン
ゾエート、３－（アクリロイルオキシ）プロピル－３，５－ジアミノベンゾエート、３－
（アクリロイルオキシ）プロピル－３，６－ジアミノベンゾエート、
【００２５】
４－（メタクリロイルオキシ）ブチル－２，３－ジアミノベンゾエート、４－（メタクリ
ロイルオキシ）ブチル－２，４－ジアミノベンゾエート、４－（メタクリロイルオキシ）
ブチル－２，５－ジアミノベンゾエート、４－（メタクリロイルオキシ）ブチル－２，６
－ジアミノベンゾエート、４－（メタクリロイルオキシ）ブチル－３，４－ジアミノベン
ゾエート、４－（メタクリロイルオキシ）ブチル－３，５－ジアミノベンゾエート、４－
（メタクリロイルオキシ）ブチル－３，６－ジアミノベンゾエート、
４－（アクリロイルオキシ）ブチル－２，３－ジアミノベンゾエート、４－（アクリロイ
ルオキシ）ブチル－２，４－ジアミノベンゾエート、４－（アクリロイルオキシ）ブチル
－２，５－ジアミノベンゾエート、４－（アクリロイルオキシ）ブチル－２，６－ジアミ
ノベンゾエート、４－（アクリロイルオキシ）ブチル－３，４－ジアミノベンゾエート、
４－（アクリロイルオキシ）ブチル－３，５－ジアミノベンゾエート、４－（アクリロイ
ルオキシ）ブチル－３，６－ジアミノベンゾエート、
６－（メタクリロイルオキシ）ヘキシル－２，３－ジアミノベンゾエート、６－（メタク
リロイルオキシ）ヘキシル－２，４－ジアミノベンゾエート、６－（メタクリロイルオキ
シ）ヘキシル－２，５－ジアミノベンゾエート、６－（メタクリロイルオキシ）ヘキシル
－２，６－ジアミノベンゾエート、６－（メタクリロイルオキシ）ヘキシル－３，４－ジ
アミノベンゾエート、６－（メタクリロイルオキシ）ヘキシル－３，５－ジアミノベンゾ
エート、６－（メタクリロイルオキシ）ヘキシル－３，６－ジアミノベンゾエート、
６－（アクリロイルオキシ）ヘキシル－２，３－ジアミノベンゾエート、６－（アクリロ
イルオキシ）ヘキシル－２，４－ジアミノベンゾエート、６－（アクリロイルオキシ）ヘ
キシル－２，５－ジアミノベンゾエート、６－（アクリロイルオキシ）ヘキシル－２，６
－ジアミノベンゾエート、６－（アクリロイルオキシ）ヘキシル－３，４－ジアミノベン
ゾエート、６－（アクリロイルオキシ）ヘキシル－３，５－ジアミノベンゾエート、６－
（アクリロイルオキシ）ヘキシル－３，６－ジアミノベンゾエート、
【００２６】
４－（メタクリロイルオキシ）シクロヘキシル－２，３－ジアミノベンゾエート、４－（
メタクリロイルオキシ）シクロヘキシル－２，４－ジアミノベンゾエート、４－（メタク
リロイルオキシ）シクロヘキシル－２，５－ジアミノベンゾエート、４－（メタクリロイ
ルオキシ）シクロヘキシル－２，６－ジアミノベンゾエート、４－（メタクリロイルオキ
シ）シクロヘキシル－３，４－ジアミノベンゾエート、４－（メタクリロイルオキシ）シ
クロヘキシル－３，５－ジアミノベンゾエート、４－（メタクリロイルオキシ）シクロヘ
キシル－３，６－ジアミノベンゾエート、
４－（アクリロイルオキシ）シクロヘキシル－２，３－ジアミノベンゾエート、４－（ア
クリロイルオキシ）シクロヘキシル－２，４－ジアミノベンゾエート、４－（アクリロイ
ルオキシ）シクロヘキシル－２，５－ジアミノベンゾエート、４－（アクリロイルオキシ
）シクロヘキシル－２，６－ジアミノベンゾエート、４－（アクリロイルオキシ）シクロ
ヘキシル－３，４－ジアミノベンゾエート、４－（アクリロイルオキシ）シクロヘキシル
－３，５－ジアミノベンゾエート、４－（アクリロイルオキシ）シクロヘキシル－３，６
－ジアミノベンゾエートなどの複数のアミノ基及び（メタ）アクリロイル基を有するベン
ゾエート、
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【００２７】
２－メタクリロイルオキシエチル－３，５－ジアミノトリアジン、２－アクリロイルオキ
シエチル－３，５－ジアミノトリアジン、３－メタクリロイルオキシプロピル－３，５－
ジアミノトリアジン、３－アクリロイルオキシプロピル－３，５－ジアミノトリアジン、
４－メタクリロイルオキシブチル－３，５－ジアミノトリアジン、４－アクリロイルオキ
シブチル－３，５－ジアミノトリアジン、４－メタクリロイルオキシシクロヘキシル－３
，５－ジアミノトリアジン、４－アクリロイルオキシシクロヘキシル－３，５－ジアミノ
トリアジン、６－メタクリロイルオキシヘキシル－３，５－ジアミノトリアジン、６－ア
クリロイルオキシヘキシル－３，５－ジアミノトリアジンなどの複数のアミノ基および（
メタ）アクリロイル基を有するトリアジン、
【００２８】
３，５－ジアミノ－２－フロイックアシッド－２－（メタクリロイルオキシ）エチルエス
テル、３，５－ジアミノ－２－フロイックアシッド－２－（アクリロイルオキシ）エチル
エステル、
３，５－ジアミノ－１－ナフトイックアシッド－２－（メタクリロイルオキシ）エチルエ
ステル、３，６－ジアミノ－１－ナフトイックアシッド－２－（メタクリロイルオキシ）
エチルエステル、３，７－ジアミノ－１－ナフトイックアシッド－２－（メタクリロイル
オキシ）エチルエステル、３，８－ジアミノ－１－ナフトイックアシッド－２－（メタク
リロイルオキシ）エチルエステル、３，５－ジアミノ－１－ナフトイックアシッド－２－
（アクリロイルオキシ）エチルエステル、３，６－ジアミノ－１－ナフトイックアシッド
－２－（アクリロイルオキシ）エチルエステル、３，７－ジアミノ－１－ナフトイックア
シッド－２－（アクリロイルオキシ）エチルエステル、３，８－ジアミノ－１－ナフトイ
ックアシッド－２－（アクリロイルオキシ）エチルエステル、
２－メタクリロイルオキシ－４、４’－ジアミノビフェニル、３－メタクリロイルオキシ
－４、４’－ジアミノビフェニル、２－アクリロイルオキシ－４、４’－ジアミノビフェ
ニル、３－アクリロイルオキシ－４、４’－ジアミノビフェニル、２，２’－ジメタクリ
ロイルオキシ－４、４‘－ジアミノビフェニル、３，３’－ジメタクリロイルオキシ－４
、４’－ジアミノビフェニル、２，２’－ジアクリロイルオキシ－４、４’－ジアミノビ
フェニル、３，３'－ジアクリロイルオキシ－４、４’－ジアミノビフェニル、
などが挙げられる。
【００２９】
　式（I）で表される本多価アミンとしては、中でも下記式で表される化合物が入手容易
であることから好ましい。

【００３０】
　式（II）で表される本多価アミンとしては、例えば、２，３－ジアミノスチレン、２，
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４－ジアミノスチレン、２，５－ジアミノスチレン、２，６－ジアミノスチレン、３，４
－ジアミノスチレン、３，５－ジアミノスチレン、３，６－ジアミノスチレン、２，３－
ジアミノ－１，４ジビニルベンゼン、２，５－ジアミノ－１，４ジビニルベンゼン、
２，３－ジアミノ－α－メチルスチレン、２，４－ジアミノ－α－メチルスチレン、２，
５－ジアミノ－α－メチルスチレン、２，６－ジアミノ－α－メチルスチレン、３，４－
ジアミノ－α－メチルスチレン、３，５－ジアミノ－α－メチルスチレン、３，６－ジア
ミノ－α－メチルスチレンなどの、複数のアミノ基とスチレン骨格を有する化合物、
【００３１】
１，２－ジアミノ－９－ビニルカルバゾール、１，３－ジアミノ－９－ビニルカルバゾー
ル、１，４－ジアミノ－９－ビニルカルバゾール、１，５－ジアミノ－９－ビニルカルバ
ゾール、１，６－ジアミノ－９－ビニルカルバゾール、１，７－ジアミノ－９－ビニルカ
ルバゾール、１，８－ジアミノ－９－ビニルカルバゾール、２，３－ジアミノ－９－ビニ
ルカルバゾール、２，４－ジアミノ－９－ビニルカルバゾール、２，５－ジアミノ－９－
ビニルカルバゾール、２，６－ジアミノ－９－ビニルカルバゾール、２，７－ジアミノ－
９－ビニルカルバゾール、３，４－ジアミノ－９－ビニルカルバゾール、３，５－ジアミ
ノ－９－ビニルカルバゾール、３，６－ジアミノ－９－ビニルカルバゾール、４，５－ジ
アミノ－９－ビニルカルバゾールなどのビニルカルバゾール
などが挙げられる。
【００３２】
　配向膜に含有される構造単位として、本多価アミンに由来する構造単位以外の多価アミ
ン（以下、他の多価アミンという場合がある）に由来する構造単位が含まれていてもよい
。
　他の多価アミンとしては、芳香族ジアミン、非芳香族ジアミンなどが挙げられる。芳香
族ジアミンとしては、例えば、ｏ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニレンジアミン、ｍ－
フェニレンジアミン、１，４－ジアミノ－３－メチルベンゼン、１，３－ジアミノ－４－
メチルベンゼン、１，３－ジアミノ－２－メチルベンゼン、１，４－ジアミノ－２，６－
ジメチルベンゼン、１，４－ジアミノ－２，４－ジメチルベンゼン、１，４－ジアミノ－
２，５－ジメチルベンゼン、１，４－ジアミノ－３－メトキシベンゼン、１，３－ジアミ
ノ－４－メトキシベンゼン、１，４－ジアミノ－３－エトキシベンゼン、１，３－ジアミ
ノ－４－エトキシベンゼン、１，４－ジアミノ－３－イソプロピルベンゼン、１，３－ジ
アミノ－４－イソプロピルベンゼン、２，４－ジアミノ安息香酸、２，５－ジアミノ安息
香酸、３，５－ジアミノ安息香酸、２，４－ジアミノ安息香酸メチル、２，５－ジアミノ
安息香酸メチル、３，５－ジアミノ安息香酸メチル、２，４－ジアミノ安息香酸エチル、
２，５－ジアミノ安息香酸エチル、３，５－ジアミノ安息香酸エチル、
【００３３】
１，４－ジアミノ－３－クロロベンゼン、１，３－ジアミノ－４－クロロベンゼン、１，
３－ジアミノ－２－クロロベンゼン、１，４－ジアミノ－２，６－ジクロロベンゼン、１
，４－ジアミノ－２，４－ジクロロベンゼン、１，４－ジアミノ－２，５－ジクロロベン
ゼン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－２，４－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－２，５－ジア
ミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－３，５－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジエチル－２，
４－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジエチル－２，５－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジエチ
ル－３，５－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジプロピル－２，４－ジアミノアニリン、Ｎ，
Ｎ－ジプロピル－２，５－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジプロピル－３，５－ジアミノア
ニリン、Ｎ，Ｎ－ジプロピル－２，４－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジプロピル－２，５
－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジプロピル－３，５－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジフェ
ニル－２，４－ジアミノアニリン、Ｎ，Ｎ－ジフェニル－２，５－ジアミノアニリン、Ｎ
，Ｎ－ジフェニル－３，５－ジアミノアニリン、Ｎ－フェニル－２，４－ジアミノアニリ
ン、Ｎ－フェニル－２，５－ジアミノアニリン、Ｎ－フェニル－３，５－ジアミノアニリ
ン、４－アミノ－α－アミノトルエン、３－アミノ－α－アミノトルエン、４－（２－ア
ミノエチル）アニリン、３－（２－アミノエチル）アニリン、４－（３－アミノプロピル
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）アニリン、３－（３－アミノプロピル）アニリン、１，１－ジ（４－アミノフェニル）
エタン、１，２－ジ（４－アミノフェニル）エタン、１，２－ジ（４－アミノフェニル）
エチレン、１，２－ジ（４－アミノフェニル）アセチレン、１，１－ジ（３－アミノフェ
ニル）エタン、１，２－ジ（３－アミノフェニル）エタン、１，２－ジ（３－アミノフェ
ニル）エチレン、１，２－ジ（３－アミノフェニル）アセチレン、１，１－ジ（２－アミ
ノフェニル）エタン、１，２－ジ（２－アミノフェニル）エタン、１，２－ジ（２－アミ
ノフェニル）エチレン、１，２－ジ（２－アミノフェニル）アセチレン、ジ（４－アミノ
フェニル）メタン、ジ（４－アミノフェニル）エーテル、ジ（４－アミノフェニル）スル
フィド、ジ（４－アミノフェニル）スルホン、ジ（４－アミノフェニル）アミン、４、４
’－ジアミノベンゾフェノン、ジ（３－アミノフェニル）メタン、ジ（３－アミノフェニ
ル）エーテル、ジ（３－アミノフェニル）スルフィド、ジ（３－アミノフェニル）スルホ
ン、ジ（３－アミノフェニル）アミン、３、３’－ジアミノベンゾフェノン、ジ（２－ア
ミノフェニル）メタン、ジ（２－アミノフェニル）エーテル、ジ（２－アミノフェニル）
スルフィド、ジ（２－アミノフェニル）スルホン、ジ（２－アミノフェニル）アミン、２
、２’－ジアミノベンゾフェノン、２，２－ジ（４－アミノフェニル）プロパン、１，１
－ジ（４－アミノフェニル）シクロヘキサン、２，２－ジ（４－アミノフェニル）ヘキサ
フルオロプロパン、２，２－ジ（３－アミノフェニル）プロパン、１，１－ジ（３－アミ
ノフェニル）シクロヘキサン、２，２－ジ（３－アミノフェニル）ヘキサフルオロプロパ
ン、２，２－ジ（２－アミノフェニル）プロパン、１，１－ジ（２－アミノフェニル）シ
クロヘキサン、２，２－ジ（２－アミノフェニル）ヘキサフルオロプロパン、２，２－ジ
（４－アミノ－３－メチルフェニル）プロパン、１，１－ジ（４－アミノ－３－メチルフ
ェニル）シクロヘキサン、２，２－ジ（４－アミノ－３－メチルフェニル）ヘキサフルオ
ロプロパン、４,４’－ジアミノビフェニル、３,３’－ジアミノビフェニル、２,２’－
ジアミノビフェニル、３,３’－ジメチル－４,４’－ジアミノビフェニル、２,２’－ジ
メチル－４,４’－ジアミノビフェニル、３,３’－ジトリフルオロメチル－４,４’－ジ
アミノビフェニル、２,２’－ジトリフルオロメチル－４,４’－ジアミノビフェニル、３
,３’－ジメトキシ－４,４’－ジアミノビフェニル、２,２’－ジメトキシ－４,４’－ジ
アミノビフェニル、２,２’－ジクロロ－４,４’－ジアミノ－５,５’－ジメトキシビフ
ェニル１,５－ジアミノナフタレン、１,８－ジアミノナフタレン、１,４－ジアミノナフ
タレン、２,３－ジアミノナフタレン、２,６－ジアミノナフタレン、２,７－ジアミノナ
フタレン、１,８－ジアミノフルオレン、２,７－ジアミノフルオレン、３,６－ジアミノ
フルオレン、４,５－ジアミノフルオレン、１，８－ジアミノカルバゾール、２，７－ジ
アミノカルバゾール、３，６－ジアミノカルバゾール、４，５－ジアミノカルバゾール、
１,８－ジアミノキサントン、２,７－ジアミノキサントン、３,６－ジアミノキサントン
、４,５－ジアミノキサントン、１,８－ジアミノキサンテン、２,７－ジアミノキサンテ
ン、３,６－ジアミノキサンテン、４,５－ジアミノキサンテン、１,８－ジアミノアント
ロン、２,７－ジアミノアントロン、３,６－ジアミノアントロン、４,５－ジアミノアン
トロン、１,８－ジアミノアントラセン、２,７－ジアミノアントラセン、３,６－ジアミ
ノアントラセン、４,５－ジアミノアントラセン、９,１０－ジアミノアントラセン、１,
５－ジアミノアントラセン、２,６－ジアミノアントラセン、１,８－ジアミノアントラキ
ノン、２,７－ジアミノアントラキノン、１,５－ジアミノアントラキノン、２,６－ジア
ミノアントラキノン、
【００３４】
４－アミノ安息香酸－４－アミノフェニルエステル、３－アミノ安息香酸－４－アミノフ
ェニルエステル、２－アミノ安息香酸－４－アミノフェニルエステル、４－アミノ安息香
酸－３－アミノフェニルエステル、４－アミノ安息香酸－２－アミノフェニルエステル、
４－アミノ安息香酸－４－アミノフェニルアミド、３－アミノ安息香酸－４－アミノフェ
ニルアミド、２－アミノ安息香酸－４－アミノフェニルアミド、４－アミノ安息香酸－３
－アミノフェニルアミド、４－アミノ安息香酸－２－アミノフェニルアミド、１，４－ビ
ス（４－アミノフェニル）ベンゼン、１，３－ビス（４－アミノフェニル）ベンゼン、１
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，２－ビス（４－アミノフェニル）ベンゼン、１，４－ビス（３－アミノフェニル）ベン
ゼン、１，３－ビス（３－アミノフェニル）ベンゼン、１，２－ビス（３－アミノフェニ
ル）ベンゼン、１，４－ビス（２－アミノフェニル）ベンゼン、１，３－ビス（２－アミ
ノフェニル）ベンゼン、１，２－ビス（２－アミノフェニル）ベンゼン、２,２－ビス［
４－（４－アミノフェノキシ）フェニル］プロパン、２,２－ビス［４－（４－アミノ－
３トリフルオロメチルフェノキシ）フェニル］プロパン、２,２－ビス［４－（４－アミ
ノフェノキシ）フェニル］ヘキサフルオロプロパン、２,２－ビス［４－（４－アミノ－
３トリフルオロメチルフェノキシ）フェニル］ヘキサフルオロプロパン、２,２－ビス［
４－（４－アミノフェノキシ）フェニル］シクロヘキサン、２,２－ビス［４－（４－ア
ミノ－３トリフルオロメチルフェノキシ）フェニル］シクロヘキサン、２,２－ビス［４
－（４－アミノフェノキシ）フェニル］スルホン、２,２－ビス［４－（４－アミノフェ
ノキシ）フェニル］スルフィド、２,２－ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フェニル
］エーテル、２,２－ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フェニル］アミン、２,２－ビ
ス［４－（３－アミノフェノキシ）フェニル］プロパン、２,２－ビス［４－（３－アミ
ノフェノキシ）フェニル］ヘキサフルオロプロパン、２,２－ビス［４－（３－アミノフ
ェノキシ）フェニル］シクロヘキサン、２,２－ビス［４－（３－アミノフェノキシ）フ
ェニル］スルホン、２,２－ビス［４－（３－アミノフェノキシ）フェニル］スルフィド
、２,２－ビス［４－（３－アミノフェノキシ）フェニル］エーテル、２,２－ビス［４－
（３－アミノフェノキシ）フェニル］アミン、９,９－ビス（４－アミノフェニル）フル
オレン、９,９－ビス（３－アミノフェニル）フルオレン、９,９－ビス（２－アミノフェ
ニル）フルオレン、９,９－ビス（４－アミノフェニル）－１０－ヒドロアントラセン、
９,９－ビス（３－アミノフェニル）－１０－ヒドロアントラセン、９,９－ビス（２－ア
ミノフェニル）－１０－ヒドロアントラセン、２,２’,５,５’－テトラクロロ－４,４’
－ジアミノビフェニル、オクタフルオロ－４,４’－ジアミノビフェニル、４,４’－ビス
［（４－アミノフェノキシ）－オクタフルオロビフェニル、４,４’－ビス［（４－アミ
ノ－２－トリフルオロメチル）フェノキシ］－オクタフルオロビフェニル、１，４－ビス
（４－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，３－ビス（４－アミノフェノキシ）ベンゼン、
１，２－ビス（４－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，４－ビス（３－アミノフェノキシ
）ベンゼン、１，３－ビス（３－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，２－ビス（３－アミ
ノフェノキシ）ベンゼン、１，４－ビス（２－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，３－ビ
ス（２－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，２－ビス（２－アミノフェノキシ）ベンゼン
、４，４‘－ビス（４－アミノフェノキシ）ビフェニル、１，１‘－ビス（４－アミノフ
ェノキシ）ビフェニル、２，２‘－ビス（４－アミノフェノキシ）ビフェニル、３，３‘
－ビス（４－アミノフェノキシ）ビフェニル、１，４－ビス（４－アミノフェノキシ）ビ
フェニル、２，３－ビス（４－アミノフェノキシ）ビフェニル、２，４－ビス（４－アミ
ノフェノキシ）ビフェニル、１，５－ビス（４－アミノフェノキシ）ビフェニル、４，４
‘－ビス（３－アミノフェノキシ）ビフェニル、４，４‘－ビス（２－アミノフェノキシ
）ビフェニル、１，３－ビス（４－アミノフェノキシ）－２，２－ジメチルプロパン、１
，３－ビス（３－アミノフェノキシ）－２，２－ジメチルプロパン、１，２－ビス（３－
アミノフェノキシ）－２，２－ジメチルプロパン
５－アミノ－１－（４’－アミノフェニル）－１,３,３－トリメチルインダン、６－アミ
ノ－１－（４’－アミノフェニル）－１,３,３－トリメチルインダン、４,４’－メチレ
ン－ビス（２－クロロアニリン）、
【００３５】
２,３－ジアミノピリジン、２,６－ジアミノピリジン、２,５－ジアミノピリジン、２,４
－ジアミノピリミジン、３,４－ジアミノピリジン、３,５－ジアミノピリジン、５,６－
ジアミノ－２,３－ジシアノピラジン、２,６－ジアミノ－３,５－ジシアノピラジン、５,
６－ジアミノ－２,４－ジヒドロキシピリミジン、２,６－ジアミノ－３,４－ジヒドロキ
シピリミジン、２,４－ジアミノ－６－ジメチルアミノ－１,３,５－トリアジン、１,４－
ビス（３－アミノプロピル）ピペラジン、２,４－ジアミノ－６－イソプロポキシ－１,３
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,５－トリアジン、２,４－ジアミノ－６－メトキシ－１,３,５－トリアジン、２,４－ジ
アミノ－６－フェニル－１,３,５－トリアジン、２,４－ジアミノ－６－メチル－１,３,
５－トリアジン、２,４－ジアミノ－１,３,５－トリアジン、４,６－ジアミノ－２－ビニ
ル－１,３,５－トリアジン、２,４－ジアミノ－５－フェニルチアゾール、２,６－ジアミ
ノプリン、５,６－ジアミノ－１,３－ジメチルウラシル、３,５－ジアミノ－１,２,４－
トリアゾール、６,９－ジアミノ－２－エトキシアクリジンラクテート、３,８－ジアミノ
－６－フェニルフェナントリジン、１,４－ジアミノピペラジン、３,６－ジアミノアクリ
ジン、ビス（４－アミノフェニル）フェニルアミン、１,１－メタキシリレンジアミン、
メチレンジアミン、エチレンジアミン、
【００３６】
　下記式（１３）、（１４）、（１７）及び（１８）で表される化合物のようなステロイ
ド骨格おとびフェニレンジアミン骨格を有する化合物

【００３７】
　下記式（１９）～（２８）で表される化合物などのようなステロイド骨格とアニリン骨
格とを有する化合物などが挙げられる。
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【００３８】
　下記式（２２）で表されるフェニレンジアミン骨格を有する化合物、

（式（２２）中、Ｒ7は、ピリジン、ピリミジン、トリアジン、ピペリジンおよびピペラ
ジン等に由来する窒素原子を含む環構造の１価の基を示し、Ｘは－ＣＨ２－、－Ｃ≡Ｃ－
、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ２－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－、
－Ｎ＝ＣＨ－、－Ｎ＝Ｎ－、－Ｎ（→Ｏ）＝Ｎ－、－Ｎ＝Ｎ（→Ｏ）－、
－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＲ’－、－ＮＲ’－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＯＣＨ２－、－ＮＲ’－、
－ＣＨ２Ｏ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、
－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ－のいずれかの２価の基、または、単結合を表す。）
【００３９】
　下記式（２３）で表される、分子内にアニリン骨格を２個有する化合物などが挙げられ
る。
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（式中、Ｒ8は、ピリジン、ピリミジン、トリアジン、ピペリジンおよびピペラジン等に
由来する窒素原子を含む環構造を有する２価の基を示し、Ｘは前記と同じ意味を表す。）
【００４０】
　式（２３）で表される、分子内にアニリン骨格を２個有する化合物の具体例としては式
（２５）および式（２６）で表される化合物が挙げられる。

【００４１】
　式（２２）で表されるフェニレンジアミン骨格を有する化合物の具体例としては式（２
５）および式（２６）で表される化合物が挙げられる。

【００４２】
　非芳香族ジアミンとしては、例えば、１，２－エチレンジアミン、１,３－プロパンジ
アミン、テトラメチレンジアミン、ペンタメチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、
ヘプタメチレンジアミン、オクタメチレンジアミン、ノナメチレンジアミン、４,４－ジ
アミノヘプタメチレンジアミン、１,４－ジアミノシクロヘキサン、イソホロンジアミン
、テトラヒドロジシクロペンタジエニレンジアミン、ヘキサヒドロ－４,７－メタノイン
ダニレンジメチレンジアミン、トリシクロ［６.２.１.０2,7］－ウンデシレンジメチルジ
アミン、４,４’－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）ジ（４－アミノシクロヘキシ
ル）メタン、２，２‘－ジ（４－アミノシクロヘキシル）プロパン、ジ（４－アミノ－３
－メチルシクロヘキシル）メタン、２，２‘－ジ（４－アミノ－３－メチルシクロヘキシ
ル）プロパン、ジ（３－アミノ－４－メチルシクロヘキシル）メタン、２，２‘－ジ（３
－アミノ－４－メチルシクロヘキシル）プロパン、などの脂肪族および脂環式ジアミン；
【００４３】
　例えばシクロブタン、シクロペンタン、シクロヘキサン、シクロデカンなどのシクロア
ルカン由来の脂環骨格；コレステロール、コレスタノールなどのステロイド骨格；ノルボ
ルネン骨格、アダマンタン骨格などの脂環骨格を有するジアミン
【００４４】
　下記式（２４）で表されるジアミノオルガノシロキサンなどが挙げられる。
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（式中、Ｒ9は、それぞれ独立に、炭素数１～１２のアルキル基または炭素数１～１２の
アルコキシ基を表し、ｐは１～３の整数であり、ｑは０～２０の整数である。）
【００４５】
　本多価アミン以外の多価アミンとしては、中でも、ｐ－フェニレンジアミン、４,４’
－ジアミノジフェニルメタン、４,４’－ジアミノジフェニルスルフィド、１,５－ジアミ
ノナフタレン、２,７－ジアミノフルオレン、４,４’－ジアミノジフェニルエーテル、２
,２－ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フェニル］プロパン、９,９－ビス（４－アミ
ノフェニル）フルオレン、２,２－ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フェニル］ヘキ
サフルオロプロパン、２,２－ビス（４－アミノフェニル）ヘキサフルオロプロパン、４,
４’－（ｐ－フェニレンジイソプロピリデン）ビスアニリン、４,４’－（ｍ－フェニレ
ンジイソプロピリデン）ビスアニリン、１,４－シクロヘキサンジアミン、４,４’－メチ
レンビス（シクロヘキシルアミン）、１,４－ビス（４－アミノフェノキシ）ベンゼン、
４,４’－ビス（４－アミノフェノキシ）ビフェニル、上記式（１９）～（２１）で表さ
れる化合物、上記式（２５）、（２６）で表される化合物、２,６－ジアミノピリジン、
３,４－ジアミノピリジン、２,４－ジアミノピリミジン、３,６－ジアミノアクリジン、
式（２７）で表される化合物、式（２８）で表される化合物が好ましい。
【００４６】
　本発明に用いられる配向膜は、通常、本多価アミン、必要に応じて他の多価アミン及び
酸無水物からなる重合物の膜を配向してなるものである。
　重合物は、通常、ポリアミック酸であるが、ポリアミック酸を一部または全部、脱水閉
環反応（イミド化反応）させて、イミド環を形成させてもよい。
【００４７】
　ここで酸無水物としては、例えば、１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸二無
水物、１,２－ジメチル－１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物、１,３
－ジメチル－１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物、１,３－ジクロロ－
１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物、１,２,３,４－テトラメチル－１
,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物、ブタンテトラカルボン酸二無水物
、１,２,３,４－シクロペンタンテトラカルボン酸二無水物、１,２,４,５－シクロヘキサ
ンテトラカルボン酸二無水物、３,３’,４,４’－ジシクロヘキシルテトラカルボン酸二
無水物、シス－３,７－ジブチルシクロオクタ－１,５－ジエン－１,２,５,６－テトラカ
ルボン酸二無水物、２,３,５－トリカルボキシシクロペンチル酢酸二無水物、３,５,６－
トリカルボニル－２－カルボキシノルボルナン－２：３,５：６－ジ無水物、２,３,４,５
－テトラヒドロフランテトラカルボン酸二無水物、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒド
ロ－５（テトラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］－フラ
ン－１,３－ジオン、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－５－メチル－５（テトラヒ
ドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］－フラン－１,３－ジオ
ン、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－５－エチル－５（テトラヒドロ－２,５－ジ
オキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］－フラン－１,３－ジオン、１,３,３ａ,
４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－７－メチル－５（テトラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フ
ラニル）－ナフト［１,２－ｃ］－フラン－１,３－ジオン、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘ
キサヒドロ－７－エチル－５（テトラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフ
ト［１,２－ｃ］－フラン－１,３－ジオン、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－８
－メチル－５（テトラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］
－フラン－１,３－ジオン、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－８－エチル－５（テ
トラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］－フラン－１,３
－ジオン、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－５,８－ジメチル－５（テトラヒドロ
－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］－フラン－１,３－ジオン、
５－（２,５－ジオキソテトラヒドロフラル）－３－メチル－３－シクロヘキセン－１,２
－ジカルボン酸二無水物、ビシクロ［２,２,２］－オクト－７－エン－２,３,５,６－テ
トラカルボン酸二無水物、下記式（３）および（４）で表される化合物などの脂肪族およ
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び脂環式テトラカルボン酸二無水物；
【００４８】

（式中、Ｒ3およびＲ5は、芳香環を有する２価の有機基を示し、Ｒ4およびＲ6は、水素原
子またはアルキル基を示し、複数存在するＲ4およびＲ6は、それぞれ同一でも異なってい
てもよい。）
【００４９】
　ピロメリット酸二無水物、３,３’,４,４’－ベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水
物、３,３’,４,４’－ビフェニルスルホンテトラカルボン酸二無水物、１,４,５,８－ナ
フタレンテトラカルボン酸二無水物、２,３,６,７－ナフタレンテトラカルボン酸二無水
物、３,３’,４,４’－ビフェニルエーテルテトラカルボン酸二無水物、３,３’,４,４’
－ジメチルジフェニルシランテトラカルボン酸二無水物、３,３’,４,４’－テトラフェ
ニルシランテトラカルボン酸二無水物、１,２,３,４－フランテトラカルボン酸二無水物
、４,４’－ビス（３,４－ジカルボキシフェノキシ）ジフェニルスルフィド二無水物、４
,４’－ビス（３,４－ジカルボキシフェノキシ）ジフェニルスルホン二無水物、４,４’
－ビス（３,４－ジカルボキシフェノキシ）ジフェニルプロパン二無水物、３,３’,４,４
’－パーフルオロイソプロピリデンジフタル酸二無水物、３,３’,４,４’－ビフェニル
テトラカルボン酸二無水物、ビス（フタル酸）フェニルホスフィンオキサイド二無水物、
ｐ－フェニレン－ビス（トリフェニルフタル酸）二無水物、ｍ－フェニレン－ビス（トリ
フェニルフタル酸）二無水物、ビス（トリフェニルフタル酸）－４,４’－ジフェニルエ
ーテル二無水物、ビス（トリフェニルフタル酸）－４,４’－ジフェニルメタン二無水物
、エチレングリコール－ビス（アンヒドロトリメリテート）、プロピレングリコール－ビ
ス（アンヒドロトリメリテート）、１,４－ブタンジオール－ビス（アンヒドロトリメリ
テート）、１,６－ヘキサンジオール－ビス（アンヒドロトリメリテート）、１,８－オク
タンジオール－ビス（アンヒドロトリメリテート）、２,２－ビス（４－ヒドロキシフェ
ニル）プロパン－ビス（アンヒドロトリメリテート）、下記式（５）～（８）で表される
化合物などの芳香族テトラカルボン酸二無水物などが挙げられる。
【００５０】
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50【００５１】
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　酸無水物としては、中でも、１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物、
１,２,３,４－シクロペンタンテトラカルボン酸二無水物、２,３,５－トリカルボキシシ
クロペンチル酢酸二無水物、５－（２,５－ジオキソテトラヒドロフラル）－３－メチル
－３－シクロヘキセン－１,２－ジカルボン酸二無水物、シス－３,７－ジブチルシクロオ
クタ－１,５－ジエン－１,２,５,６－テトラカルボン酸二無水物、３,５,６－トリカルボ
ニル－２－カルボキシノルボルナン－２：３,５：６－ジ無水物、１,３,３ａ,４,５,９ｂ
－ヘキサヒドロ－５－（テトラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,
２－ｃ］フラン－１,３－ジオン、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－８－メチル－
５－（テトラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］フラン－
１,３－ジオン、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－５,８－ジメチル－５－（テト
ラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］フラン－１,３－ジ
オン、ビシクロ［２,２,２］－オクト－７－エン－２,３,５,６－テトラカルボン酸二無
水物、ピロメリット酸二無水物、３,３’,４,４’－ベンゾフェノンテトラカルボン酸二
無水物、３,３’,４,４’－ビフェニルスルホンテトラカルボン酸二無水物、１,４,５,８
－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物、式（３）で表される化合物のうち下記式（９）
～（１１）で表される化合物および上記式（４）で表される化合物のうち下記式（１２）
で表される化合物が、良好な液晶配向性を発現させることができる観点から好ましい。
【００５２】
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【００５３】
　酸無水物として特に好ましいものとして、１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン
酸二無水物、１,３－ジメチル－１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物、
２,３,５－トリカルボキシシクロペンチル酢酸二無水物、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキ
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サヒドロ－５－（テトラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ
］フラン－１,３－ジオン、シス－３,７－ジブチルシクロオクタ－１,５－ジエン－１,２
,５,６－テトラカルボン酸二無水物、３,５,６－トリカルボニル－２－カルボキシノルボ
ルナン－２：３,５：６－ジ無水物、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－８－メチル
－５－（テトラヒドロ－２,５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］フラン
－１,３－ジオン、ピロメリット酸二無水物および式（９）で表される化合物を挙げるこ
とができる。
【００５４】
　重合物は、本発明の効果を損なわない範囲において、基板に対する配向膜の密着性を向
上させるために、シランカップリング剤などを加えてもよい。さらに、架橋剤、耐候安定
剤、タッキファイヤー、可塑剤、軟化剤、染料、顔料、および無機フィラー等の添加剤を
配合させてもよい。
　中でも、下記式（２５）で表されるアミノオルガノシロキサンを配合すると、得られる
配向膜と支持基材との間の浮き、剥れや、配向膜内での発泡を抑制し、しかもリワーク性
に優れる場合がある。

（式中、ｐ’は１～３の整数であり、ｑ’は０～２０の整数であり、Ｒ１０は、それぞれ
独立に、炭素数１～１２のアルキル基または炭素数１～１２のアルコキシ基を表す。）
【００５５】
　重合物の分子量を調節するために酸無水物基を分子内に１個有する分子内酸無水物、モ
ノアミン化合物、モノイソシアネート化合物などの分子量調整剤を用いてもよい。ここで
、酸一無水物としては、例えば無水マレイン酸、無水フタル酸、無水イタコン酸、ｎ－デ
シルサクシニック酸無水物、ｎ－ドデシルサクシニック酸無水物、ｎ－テトラデシルサク
シニック酸無水物、ｎ－ヘキサデシルサクシニック酸無水物などを挙げることができる。
また、モノアミン化合物としては、例えばアニリン、シクロヘキシルアミン、ｎ－ブチル
アミン、ｎ－ペンチルアミン、ｎ－ヘキシルアミン、ｎ－ヘプチルアミン、ｎ－オクチル
アミン、ｎ－ノニルアミン、ｎ－デシルアミン、ｎ－ウンデシルアミン、ｎ－ドデシルア
ミン、ｎ－トリデシルアミン、ｎ－テトラデシルアミン、ｎ－ペンタデシルアミン、ｎ－
ヘキサデシルアミン、ｎ－ヘプタデシルアミン、ｎ－オクタデシルアミン、ｎ－エイコシ
ルアミンなどを挙げることができる。また、モノイソシアネート化合物としては、例えば
フェニルイソシアネート、ナフチルイソシアネートなどを挙げることができる。
【００５６】
　重合物は、通常、本多価アミン、酸無水物、有機溶媒、必要に応じて他の多価アミン、
分子量調整剤、添加剤等を－２０℃～１５０℃、好ましくは０～１００℃の温度条件下で
混合して混合溶液を調製したのち、該混合溶液を膜状に成形して得ることができる。ここ
で、該混合溶液は、通常、ポリアミック酸を主成分とするが、脱水閉環反応（イミド化反
応）することにより、一部または全てがイミド化されていてもよい。
【００５７】
　重合物の調製に供される酸無水物、本多価アミン、および他の多価アミンとの使用割合
は、本多価アミンと多価アミンとに含まれるアミノ基の合計１モルに対して、カルボキシ
ル基が０.２～１．２モルとなる割合が好ましく、さらに好ましくは０.８～１.２モルと
なる割合である。ここで得られる重合物の分子量は、アミノ基の量とカルボキシル基のモ
ル比が１：１に近いほど分子量が大きくなる。取り扱いのしやすさから、重合物の重量平
均分子量が、２，０００～２００，０００となるように、上記モル比を適宜、選択すれば
よい。
【００５８】
　重合物に含まれるイミド環の割合、すなわち、イミド化率（％）は、脱水閉環反応（イ
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ミド化反応）における、触媒量、反応温度、反応時間を調整することで制御することがで
きる。
　具体的には、（i）ポリアミック酸を主成分とする混合溶液を加熱する方法、（ii）ポ
リアミック酸を主成分とする混合溶液中に脱水剤および脱水閉環触媒を添加し必要に応じ
て加熱する方法などが例示され、加熱温度が高いほど、反応時間が長いほど、触媒量が多
いほどイミド化率が向上する傾向がある。
　（i）の方法による脱水閉環反応は、通常、５０～２５０℃程度で実施され、好ましく
は６０～２００℃である。反応温度が５０℃以上であると得られる重合物の分子量が増大
する傾向があることから好ましく、反応温度が２００℃以下であると脱水閉環反応が迅速
に進行することから好ましい。
【００５９】
　（ii）のポリアミック酸を主成分とする混合溶液中に脱水剤および脱水閉環触媒を添加
する方法において、脱水剤としては、例えば、無水酢酸、無水プロピオン酸、無水トリフ
ルオロ酢酸、無水ピロメリット酸などの分子内に酸無水物基を１個有する分子間酸無水物
などが挙げられる。脱水剤の使用量は、通常、アミック酸を含む構造単位１モルに対して
０.０１～３０モルである。
　また、脱水閉環触媒としては、例えば、ピリジン、コリジン、ルチジン、トリエチルア
ミン、トリメチルアミン、トリブチルアミン、トリオクチルアミンなどの分子内にアミノ
基には活性水素を有しない第三級アミンなどが挙げられる。脱水閉環触媒の使用量は、使
用する脱水剤１モルに対して、通常、０.０１～３０モルである。
　（ii）の脱水閉環反応における反応温度は、通常、０～２５０℃、好ましくは１０～２
００℃である。反応温度が０℃以上であると得られる重合物の分子量が増大する傾向があ
ることから好ましく、反応温度が２００℃以下であると脱水閉環反応が迅速に進行するこ
とから好ましい。
【００６０】
　重合物の調製および脱水閉環反応に用いられる有機溶媒としては、ポリアミック酸を溶
解できるものが好ましく、例えば、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ,Ｎ－ジメチルアセ
トアミド、Ｎ,Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ－メチルカプロラクタム、ジメチルスルホ
キシド、γ－ブチロラクトン、テトラメチル尿素、ピリジン、ピコリン、ジメチルスルホ
ン、ヘキサメチルホスホルトリアミドなどの非プロトン系極性溶媒；ｍ－クレゾール、キ
シレノール、フェノール、ハロゲン化フェノールなどのフェノール系溶媒を例示すること
ができる。また、有機溶媒の使用量（α）は、通常、本多価アミン及び他の多価アミン並
びに酸無水物の合計量（β）が、（α＋β）に対して０.１～３０重量％になるような量
であることが好ましい。
【００６１】
　有機溶媒には、例えば、アルコール類、ケトン類、エステル類、エーテル類、ハロゲン
化炭化水素類、炭化水素類などの貧溶媒を、生成する重合物が析出しない範囲で併用する
ことができる。かかる貧溶媒の具体例としては、例えばメチルアルコール、エチルアルコ
ール、イソプロピルアルコール、シクロヘキサノール、４－ヒドロキシ－４－メチル－２
－ペンタノン、エチレングリコール、プロピレングリコール、１,４－ブタンジオール、
トリエチレングリコール、エチレングリコールモノメチルエーテル、乳酸エチル、乳酸ブ
チル、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、酢
酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブチル、メチルメトキシプロピオネ－ト、エチルエトキシプ
ロピオネ－ト、シュウ酸ジエチル、マロン酸ジエチル、ジエチルエーテル、エチレングリ
コールメチルエーテル、エチレングリコールエチルエーテル、エチレングリコール－ｎ－
プロピルエーテル、エチレングリコール－ｉ－プロピルエーテル、エチレングリコール－
ｎ－ブチルエーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールエチル
エーテルアセテート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールジ
エチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノ
エチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリ
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コールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロ
ピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル
、プロピレングリコールモノフェニルエーテル、プロピレングリコールモノアセテート、
ジプロピレングリコール、２－（２－エトキシプロポキシ）プロパノール、テトラヒドロ
フラン、ジクロロメタン、１,２－ジクロロエタン、１,４－ジクロロブタン、トリクロロ
エタン、クロルベンゼン、ｏ－ジクロルベンゼン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、ベン
ゼン、トルエン、キシレンなどを挙げることができる。
【００６２】
　重合物の異なる調製方法としては、ポリアミック酸を主成分とする混合溶液に大量の貧
溶媒を注いで析出物を得、この析出物を減圧下乾燥することにより精製されたポリアミッ
ク酸を取り出した後、このポリアミック酸を再び有機溶媒に溶解させてポリアミック酸を
主成分とする混合溶液として用いる方法などが挙げられる。
　さらに、別途、調製されたポリアミック酸あるいはその溶液の複数種を混合して、ポリ
アミック酸を主成分とする混合溶液を調製してもよい。
　イミド化率が高い重合物についても、イミド化率が高い重合物を主成分とする混合溶液
に大量の貧溶媒を注いで析出物を得、この析出物を減圧下乾燥することにより精製された
イミド化率が高い重合物を取り出した後、この重合物を再び有機溶媒に溶解させてイミド
化率が高い重合物を主成分とする混合溶液として用いる方法などが挙げられる。
【００６３】
　重合物を膜状に成形する方法としては、重合物を含む溶液を支持基材に、例えば、ディ
ップコーター、バーコーター、スピンコーターなどのコーターを用いて塗工する方法、押
し出しコーティング法、ダイレクトグラビアコーティング法、リバースグラビアコーティ
ング法、ＣＡＰコーティング法、ダイコーティング法などの方法によって塗布し、次いで
、５０～２００℃、好ましくは８０～１８０℃加熱することにより成膜する方法などが挙
げられる。また、得られた重合物の膜厚は、通常０.００１～１０μｍであり、好ましく
は０.０１～１μｍである。
【００６４】
　支持基材としては、例えば、ガラス、プラスチックシート、プラスチックフィルム、お
よび透光性フィルムなどを挙げることができる。なお、上記透光性フィルムとしては、例
えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ノルボルネン系ポリマーなどのポリオレフィンフ
ィルム、ポリビニルアルコールフィルム、ポリエチレンテレフタレートフィルム、ポリメ
タクリル酸エステルフィルム、ポリアクリル酸エステルフィルム、セルロースエステルフ
ィルム、ポリエチレンナフタレートフィルム、ポリカーボネートフィルム、ポリスルフォ
ンフィルム、ポリエーテルスルホンフィルム、ポリエーテルケトンフィルム、ポリフェニ
レンスルフィドフィルム、ポリフェニレンオキシドフィルムなどが挙げられる。
　支持基材を用いることにより、機械的強度が向上することができる。
【００６５】
　支持基材と重合物との接着性を向上させるために、支持基材の面に、官能性シラン含有
化合物、官能性チタン含有化合物などを予め塗布してもよい。
【００６６】
　続いて、得られた膜状の重合物を、例えばラビング処理、紫外線照射などにより配向性
が付与され、本発明に用いられる配向膜に調製することができる。
　配向性を付与する方法としては、例えば、後述するラビング処理、例えば、特開平６－
２２２３６６号公報や特開平６－２８１９３７号公報に示されているような、紫外線を部
分的に照射することによってプレチルト角を変化させるような処理、例えば、“ＩＤＷ’
‘９７  Ｐ１７５”に記載されているように同一面内に電極を形成させる方法（ＩＰＳ法
）、例えば、特開平５－１０７５４４号公報に示されているような、ラビング処理を施し
た膜状の重合物の表面にレジスト膜を部分的に形成し、先のラビング処理と異なる方向に
ラビング処理を行った後にレジスト膜を除去して、配向膜の配向能を変化させるような処
理などが挙げられる。
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【００６７】
　ラビング処理についてさらに詳しく説明する。ラビング処理とは、膜状の重合物を布で
摩擦する処理を意味し、例えば、図１に記載のような装置を用いて実施する。図１の１は
、ローラーでありその外周部に布２が外周に巻かれている。図１の３は矢印７の方向に移
動し得るテーブルであり、テーブル３には、膜状の重合物４が載置されている。テーブル
３の上には、ガラス板、金属板、基材フィルムなどの基材の上に積層された膜状の重合物
が載置されていてもよい。
　回転するローラー１にテーブル３が移動して、膜状の重合物４と布２とが接触して摩擦
される。
　図１のラビング処理の装置を用いた場合、摩擦強度のパラメータとは、例えば、ローラ
ー１の回転数、ローラー１とテーブル３との間隔６（以下、押込量という場合がある）、
配向膜用フィルムの送出速度（テーブル３がローラー１に送出される速度）、テーブル３
がローラー１の下を通過する回数（以下、ラビング回数という。例えば、回転するローラ
ー１の下をテーブル３が１回、通過するとラビング回数１回という。）、及び布の性質な
どが挙げられる。
　ローラー１の回転数が大きくなると膜状の重合物との接触回数が大きくなり摩擦強度が
大きくなり、押込量６が小さくなると布２と膜状の重合物とが強く接触して摩擦強度が大
きくなり、膜状の重合物の送出速度が小さくなると、ローラー１との摩擦時間が長くなる
から摩擦強度が大きくなり、ラビング回数を多くすると摩擦強度が大きくなる。
【００６８】
　ラビング処理に用いられる布は、例えば、麻、絹、木綿、羊毛などの天然繊維布、例え
ば、人絹、ポリアミド、ポリイミドなどの人工繊維布などが挙げられる。布の表面は、通
常、ベルベット地のものが用いられる。
　第１ステップで用いられるラビング処理の装置の大きさや布の種類と、後述する第６ス
テップのラビング処理の装置の大きさや布の種類とは、同じであることが好ましく、とり
わけ、同一装置や同一布であることが好ましい。
【００６９】
　本発明の光学フィルムは、かくして得られた配向膜に、重合性液晶化合物に由来する構
造単位を含む液晶性高分子を被覆してなる被覆層とを含む光学フィルムである。この際、
得られる被覆層は、複屈折性を示す層である。
　液晶性高分子を被覆する方法としては、例えば、重合性液晶化合物を重合して得られる
液晶性高分子を溶融し、上記配向膜に被覆する方法、例えば、重合性液晶化合物を含む溶
液を上記配向膜に塗工し、該化合物を重合させる方法などが挙げられる。中でも後者の重
合による被覆方法は塗工液の粘度が低いので平滑性に優れる等の取り扱いが容易であるこ
とや、被覆層の形成工程が比較的低温で行うことができることから好ましい。
【００７０】
　以下、重合による被覆方法をさらに詳しく説明する。
　まず、重合性液晶化合物及び有機溶媒に、必要に応じて、非重合性液晶性高分子、重合
開始剤、重合禁止剤、光増感剤、架橋剤、レベリング剤などの添加剤を加えて、溶液を調
製する。
　ここで、重合性液晶化合物とは、液晶便覧（液晶便覧編集委員会編、丸善（株）平成１
２年１０月３０日発行）の３章　分子構造と液晶性の、３．２　ノンキラル棒状液晶分子
、３．３　キラル棒状液晶分子に記載された化合物の中で重合性基を有する化合物が挙げ
られる。
　重合性液晶化合物として、異なる複数の重合性液晶化合物を用いてもよい。
【００７１】
　重合性液晶化合物としては、中でも、式（１）
　Ｐ１－Ｅ１－Ｂ１－Ａ１-Ｂ２-Ａ２-Ｂ３－Ａ３－Ｂ４－Ｅ２－Ｐ２　（１）
で表される化合物が好ましい。
　式（１）中、Ａ１、Ａ２及びＡ３はそれぞれ独立に、炭素数５～２０の２価の環状炭化
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水素基、５～１２員環である２価の複素環基、メチレンフェニレン基、オキシフェニレン
基またはチオフェニレン基を表す。Ａ１、Ａ２及びＡ３には、メチル基、エチル基、ｉ－
プロピル基、ｔ－ブチル基などの炭素数１～４程度のアルキル基；メトキシ基、エトキシ
基などの炭素数１～４程度のアルコキシ基；トリフルオロメチル基；トリフルオロメチル
オキシ基；ニトリル基；ニトロ基；フッ素原子、塩素原子、臭素原子などのハロゲン原子
が置換されていてもよい。
　２価の環状炭化水素基としては、式（I）に含まれる２価の環状炭化水素基として例示
されたものと同じ基が例示される。
【００７２】
　複素環基としては、例えば、下記式が挙げられる。

【００７３】
　Ａ１、Ａ２及びＡ３としては、中でも、いずれも同種類の基であると、製造が容易であ
ることから好ましく、とりわけ、１,４－フェニレン基または１,４－シクロヘキシレン基
は、製造が容易であることから好ましい。
【００７４】
　式（１）中のＢ１、Ｂ２、Ｂ３及びＢ４はそれぞれ独立に、－ＣＨ２－、－Ｃ≡Ｃ－、
－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ２－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、
－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－、
－Ｎ＝ＣＨ－、－Ｎ＝Ｎ－、－Ｎ（→Ｏ）＝Ｎ－、－Ｎ＝Ｎ（→Ｏ）－、
－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＲ’－、－ＮＲ’－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＯＣＨ２－、－ＮＲ’－、
－ＣＨ２Ｏ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、
－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ－のいずれかの２価の基、または単結合を表す。ここで、
Ｒ’は水素原子またはアルキル基を表す。
　中でも、単結合、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－
、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－が、製造が容易で、複屈折性に優れることから好ましい。
　また、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３及びＢ４は、同じ種類の２価の基又は単結合であると製造が容
易なことから好ましい。
【００７５】
　式（１）中、Ｅ１及びＥ２は、それぞれ独立に、炭素数２～２５のアルキレン基、好ま
しくは、炭素数４～１０のアルキレン基を表す。
　Ｅ１及びＥ２の水素原子は、アルキル基、アルコキシ基、トリフルオロメチル基、トリ
フルオロメチルオキシ基、ニトリル基、ニトロ基、ハロゲン原子に置換されていてもよい
が、水素原子のままであることが好ましい。
　Ｅ１及びＥ２は、同じ種類のアルキレン基であると製造が容易なことから好ましい。
【００７６】
　式（１）中、Ｐ１及びＰ２は、水素原子または重合性基を表し、Ｐ１及びＰ２の少なく
とも１つは重合性基である。
　ここで、重合性基とは、本発明の重合性液晶化合物を重合させることのできる置換基で
あり、具体的には、ビニル基、ｐ－スチルベン基、アクリロイル基、メタクロイル基、カ
ルボキシル基、メチルカルボニル基、水酸基、アミド基、炭素数１～４もアルキルアミノ
基、アミノ基、エポキシ基、オキセタニル基、アルデヒド基、イソシアネート基、チオイ
ソシアネート基などが例示される。
　また、重合性基には、上記例示の基とＥ１及びＥ２を連結するために、Ｂ１及びＢ２に
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　中でも、光重合させる際の取扱いが容易な上、製造も容易であることからアクリロイル
基又はメタクロイル基が好ましく、とりわけ、アクリロイル基が好ましい。
　Ｐ１及びＰ２の少なくとも一方は重合性基であり、好ましくは、Ｐ１及びＰ２はいずれ
も重合性基であると、得られる光学フィルムの膜硬度が優れる傾向があることから、好ま
しい。
【００７７】
　重合性液晶化合物としては、中でも、式（１－１）～（１－１０）で示される化合物が
入手容易であることから好ましく、とりわけ、後述の実施例で使用する重合性液晶化合物
（商品名ＲＭＳ０３－００１、メルク社製）などを挙げることができる。

【００７８】
　非重合性液晶化合物とは、前記液晶便覧の３章　分子構造と液晶性の、３．２　ノンキ
ラル棒状液晶分子、３．３　キラル棒状液晶分子に記載された化合物の中で重合性基を有
しない化合物が挙げられる。具体例として下記式の化合物が挙げられる。
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【００７９】
　重合性液晶化合物とともに用いられる添加剤の１種である重合開始剤としては、例えば
、ベンゾイン類、ベンゾフェノン類、ベンジルケタール類、α―ヒドロキシケトン類、α
―アミノケトン類、ヨードニウム塩、スルホニウム塩等が挙げられ、より具体的には、イ
ルガキュア（Irgacure）９０７、イルガキュア１８４、イルガキュア６５１、イルガキュ
ア２５０、およびイルガキュア３６９（以上、全てチバスペシャルティケミカルズ社製）
、セイクオールＢＺ、セイクオールＺ、セイクオールＢＥＥ（以上、全て精工化学社製）
、カヤキュアー（Kayacure）ＢＰ１００（日本化薬社製）、カヤキュアーＵＶＩ－６９９
２（ダウ社製）、アデカオプトマーＳＰ－１５２、アデカオプトマーＳＰ-１７０（以上
、全て旭電化製）などを挙げることができる。
　このような光重合開始剤を用いることにより、上記重合性液晶化合物を光重合させるこ
とができる。また、このような重合開始剤の含有量は、液晶性化合物の配向性を乱さない
ためにも、重合性液晶化合物含有量に対して１０重量％以下であることが望ましい。
【００８０】
　添加剤の１種である光増感剤としては、例えば、キサントン、チオキサントン等のキサ
ントン類、アントラセン、アルキルエーテルなどの置換基を有するアントラセン類、フェ
ノチアジン、およびルブレンを挙げることができる。
　光増感剤を用いることにより、重合性液晶化合物の重合を高感度化することができる。
【００８１】
　添加剤の１種であるレベリング剤としては、例えば、放射線硬化塗料用添加剤（ビック
ケミージャパン社製：ＢＹＫ－３５２、ＢＹＫ－３５３、ＢＹＫ－３６１Ｎ）、塗料添加
剤（東レ・ダウコーニング社製：ＳＨ２８ＰＡ、ＤＣ１１ＰＡ、ＳＴ８０ＰＡ）、および
塗料添加剤（信越シリコーン社製：ＫＰ３２１、ＫＰ３２３、Ｘ２２－１６１Ａ、ＫＦ－
６００１）などを挙げることができる。
　レベリング剤を用いることにより、得られる被覆層を平滑化することができる。
【００８２】
　重合による被覆方法で用いられる有機溶媒としては、重合性液晶化合物、非重合性液晶
化合物などを溶解し得る有機溶媒であり、具体的には、メタノール、エタノール、エチレ
ングリコール、プロピレングリコールなどのアルコール；酢酸エチル、酢酸ブチル、エチ
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レングリコールメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールメチルエーテルアセテ
ートなどのエステル系溶媒；アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンな
どのケトン系溶媒；ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、トルエン、キシレンなどの炭化水素
溶媒などが例示される。有機溶媒として複数種の有機溶媒を用いてもよい。
　得られた溶液は、塗工しやすいように、通常、１０Ｐａ・ｓ以下、好ましくは０．１ｍ
Ｐａ・ｓ～７Ｐａ・ｓ程度に調整される。
【００８３】
　続いて、得られた溶液を上記配向膜に塗工し、乾燥、重合させて、上記配向膜上に被覆
層を得ることができる。
　重合性液晶化合物を含む溶液を上記配向膜に塗工する方法としては、例えば、押し出し
コーティング法、ダイレクトグラビアコーティング法、リバースグラビアコーティング法
、ＣＡＰコーティング法、ダイコーティング法などが挙げられる。また、ディップコータ
ー、バーコーター、スピンコーターなどのコーターを用いて塗工する方法などが挙げられ
る。
【００８４】
　重合は、重合性液晶化合物の重合性基が光重合性であれば、可視光、紫外光、レーザー
光などの光を照射して硬化させ、該重合性基が熱重合性であれば、加熱によって重合させ
る。
　成膜性の観点から、光重合の方が好ましく、取り扱い性の観点から、紫外光による重合
がとりわけ好ましい。
【００８５】
　溶媒の乾燥は、光重合の場合には、成膜性を向上させるために、光重合前にほとんど溶
媒を乾燥させておくことが好ましい。また、熱重合の場合には、通常、乾燥とともに重合
を進行させ、好ましくは、重合前にほとんどの溶媒を乾燥させておくと、成膜性に優れる
傾向がある。
　溶媒の乾燥方法としては、例えば、自然乾燥、通風乾燥、減圧乾燥などの方法が挙げら
れる。
【００８６】
　配向膜に塗工、重合されて得られた被覆層は複屈折性を有する。ここで、複屈折性とは
、チルト角および面内位相差値のいずれかが０でない値を示すことを意味する。
　複屈折性について図２に基づいて説明すると、被覆層１１の光学特性を示す屈折率楕円
体１２において、３次元の主屈折率ｎａ、ｎｂ、ｎｃが定義される。Ｚ軸と主屈折率ｎｃ
とのなす角１３をチルト角と定義され、Ｚ方向から観察したときにコーティングフィルム
上にできる垂直楕円面１４の長軸ｎｙと短軸ｎｘが定義されｎｙとｎｘの差と膜厚ｄの積
、すなわち、（ｎｙ－ｎｘ）・ｄが面内位相差値として定義される。
　面内位相差値の測定法としては、例えば、エリプソメータ測定などの方法が挙げられる
。チルト角の測定法としては、例えば、面内位相差値の測定において、光の入射角依存性
を測定し、理想屈折率楕円体の位相差値の入射角依存による変化の計算値を用いてカーブ
フィッティングから算出する方法などが挙げられる。
【００８７】
　光学フィルムの面内位相差値（リタデーション値）と波長Δｎ（λ）との関係は、式（
２）で表すことができる。
　　　Ｒｅ（λ）＝ｄ×Δｎ（λ）　　　（２）
（式中、Ｒｅ（λ）は、波長 λ ｎｍにおける位相差値を表し、ｄは膜厚を表し、Δｎ（
λ）は波長 λ ｎｍにおける屈折率異方性を表す。）
【００８８】
　かくして得られた光学フィルムは、配向膜を積層したまま光学補償フィルムとして用い
る。
　本発明の光学フィルムは、そのまま、反射防止フィルム、位相差フィルム、視野角拡大
フィルム、光学補償フィルムとして使用してもよい。
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　また、他のフィルムと組み合わせてもよい。具体的には、偏光フィルムに本発明の光学
フィルムを貼合させた楕円偏光板、該楕円偏光板にさらに本発明の光学フィルムを広域帯
λ／４板として貼合させた広域帯円偏光板などが挙げられる。
【００８９】
　本発明の表示装置は、前記光学フィルムを含むフラットパネル表示装置（ＦＰＤ）であ
り、具体的には、電極、及び配向膜が形成された二枚の透明基板に液晶材料が挟まれ、電
圧を印加することにより、液晶分子を駆動させて、光シャッター効果を有する液晶表示素
子に、本発明の光学フィルムを含む偏光板を貼合してなる液晶表示装置（ＬＣＤ）；電極
が形成された透明基板と、金、銀、アルミニウム、白金等や合金の電極の間に、少なくと
も１層の導電性有機化合物からなる発光層が形成され、透明基板上に本発明の光学フィル
ムを含む広域帯円偏光板を有する有機エレクトロルミネッセンス（有機ＥＬ）などが挙げ
られる。
【実施例】
【００９０】
　以下、実施例により本発明を更に詳細に説明する。本発明はこれらの例により何ら限定
されるものではない。
【００９１】
　＜イミド化率の測定＞
　合成例における重合物のイミド化率は次のようにして測定した。重合物粉末20mgをＮＭ
Ｒサンプル管（草野科学製　ＮＭＲサンプリングチューブスタンダード　φ５）に入れ、
重水素化ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ－ｄ６、0.05%ＴＭＳ混合品）0.53mlを添加し
、超音波をかけて完全に溶解させた。この溶液を日本電子株式会社製ＮＭＲ測定装置（JN
M-ECP500）にて５００ＭＨｚのプロトンＮＭＲを測定した。イミド化率は、イミド化前後
で変化しない構造に由来するプロトンを基準プロトンとして決め、このプロトンのピーク
積算値と、10.0ppm付近に現れるアミック酸のＮＨ基に由来するプロトンピーク積算値と
を用い以下の式によって求めた。
イミド化率（％）＝（１－α・ｘ／ｙ）×１００
　上記式において、ｘはアミック酸のNH基由来のプロトンピーク積算値、ｙは基準プロト
ンのピーク積算値、αはポリアミック酸（イミド化率が０％）の場合におけるアミック酸
のＮＨ基プロトン一個に対する基準プロトンの個数割合である。
【００９２】
＜重合物の分子量測定＞
　以下の条件で分子量を測定した。
ゲルパーミエーションクロマトグラフィ装置（Ｓｈｏｄｅｘ　ＧＰＣ－１０１、昭和電工
（株）製）
カラム：Ｓｈｏｄｅｘ　KD-803およびKD-805（昭和電工（株）製）、温度５０℃、
　　　　流速１ｍｌ／分）
溶離液：Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（臭化リチウム一水和物 30 mmol/L、
　　　　リン酸無水結晶 30 mmol/L 及びテトラヒドロフラン 30 mmol/L 含有）
分子量検量線作成用標準サンプル：
ＴＳＫ（東ソー（株）登録商標）標準ポリエチレンオキサイド（分子量900,000、150,000
、100,000、30,000）およびポリマーラノラトリー社製ポリエチレンオキサイド（分子量1
2,000、4,000、1,000）
【００９３】
＜接着性＞
　得られた光学フィルムについて、JIS　K5600に準じてクロスカット試験を実施し、配向
膜と被覆層との接着性を評価した。
【００９４】
（実施例１）
＜重合物の合成＞
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　ＣＢＤＡを19.22g(0.098mol)と、ＤＡ１を26.43g(0.1mol)とを、Ｎ－メチルピロリドン
（ＮＭＰ）259g中、室温で5時間反応させポリアミック酸を主成分とする重合物溶液を調
製した。この重合物は、数平均分子量が約17,000、重量平均分子量が約47,000であった。
このポリアミック酸を主成分とする重合物溶液40gにＮＭＰ、ブチルセロソルブを加えて
攪拌し、重合物が6重量％、ＮＭＰが74重量％、ブチルセロソルブが20重量％になるよう
調製した後、細孔径1μｍのメンブランフィルタで加圧濾過し、配向膜用の重合物を含む
溶液を得た。

【００９５】
＜配向膜の作製方法＞
　上記重合物を含む溶液に下記式で表されるアミノオルガノシロキサン（ＡＤＤ１）を、
酸無水物とジアミンの合計１００重量部に対して１重量部混合した。

　続いて、厚さ０．７ｍｍのガラス基板に、重合物およびＡＤＤ１を含む溶液をスピンコ
ーターを用いて塗布し、５０℃で１分間、その後１２０℃で１時間乾燥することにより、
１０７ｎｍの膜を形成した。次に、その膜をレーヨン（吉川化工製ＹＡ－２０－Ｒ）で一
回、回転数５００ｒｐｍ、押し込み量０．１５ｍｍ、ステージ速度１６．７ｍｍ／秒でラ
ビング処理し、配向膜を得た。
【００９６】
＜光学フィルム＞
　得られた配向膜上に、表１に記載の重合性液晶化合物（棒状重合性液晶化合物）、重合
開始剤及び有機溶媒を含む組成物（以下、液晶組成物Ａという場合がある）の塗布液をス
ピンコート法により塗布し、５５℃で１分間乾燥し、被覆層を得た。該被覆層は、偏光顕
微鏡によりモノドメインであることが確認された。続いて、紫外線を照射して、重合性液
晶化合物を重合させ、配向膜上に被覆層（膜厚７９６ｎｍ）を有する光学フィルムを得た
。得られた被覆膜の正面位相差値を測定器（ＫＯＢＲＡ－ＷＲ、王子計測機器社製）を用
いて測定したところ、１２６ｎｍの複屈折性を示した。
　接着性評価を実施したところ、配向膜と被覆層との間の剥離は認められなかった（０／
２５：試験片２５個のうち剥離が認められたのは０個を意味する）。
【００９７】
【表１】

＊イルガキュア９０７（チバスペシャリティーケミカルズ社製）
【００９８】
（実施例２）
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＜光学フィルム＞
　実施例１と同様にして得られた配向膜上に、表２に記載の重合性液晶化合物（棒状重合
性液晶化合物）、重合開始剤及び有機溶媒を含む組成物（以下、液晶組成物Ｂという場合
がある）の塗布液を用いる以外は実施例１と同様に実施した。結果を実施例１とともに、
表３にまとめた。
【００９９】
【表２】

＊：イルガキュア９０７（チバスペシャリティーケミカルズ社製）
【０１００】
（実施例３）
＜重合物を含む混合溶液の調製＞
　ＡＮ２を30.03g(0.1mol)と、ＤＡ１を7.93g(0.03mol)と、ＤＡ２を13.88g(0.07mol)と
を、ＮＭＰ 294g中、50℃で24時間反応させポリアミック酸を主成分とする重合物溶液を
調製した。この重合物溶液をＮＭＰにより5重量％に希釈し、さらにイミド化触媒として
ピリジン47.5g、無水酢酸102.1gを加え、40℃で３時間反応させた。この溶液を4.2Lのメ
タノール中に投入し、得られた沈殿物を濾別し、乾燥し、白色の粉末を得た。得られた粉
末は、数平均分子量が約9,000、重量平均分子量が約46,000、イミド化率は80%の重合物で
あった。上記粉末3gにγ－ブチロラクトン 34.5gを加え、50℃にて20時間攪拌して溶解さ
せた。この溶液にγ－ブチロラクトン、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルを加
えて攪拌し、上記粉末が6重量％、γ－ブチロラクトンが79重量％、ジプロピレングリコ
ールモノメチルエーテルが15重量％になるよう調製した後、細孔径1μｍのメンブランフ
ィルタで加圧濾過し、さらにアミノオルガノシロキサン（ＡＤＤ２）を加えて重合物を含
む混合溶液を調整した。
【０１０１】

【０１０２】
＜配向膜の作製方法＞
　重合物を含む混合溶液を実施例１と同様に塗布、乾燥して、１００ｎｍの膜状の重合物
を形成した。次に、その膜状の重合物を実施例１と同様にラビング処理し、配向膜を得た
。
【０１０３】
＜光学フィルム＞
　得られた配向膜上に、液晶組成物Ａの塗布液を実施例１と同様に塗工、乾燥した。結果
を実施例１とともに、表３にまとめた。
【０１０４】
（実施例４～１１、比較例１及び２）
　配向膜および被覆層の条件を表３に記載のとおりに変える以外は実施例１に準じて光学
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フィルムを得た。結果を表３にまとめた。
【０１０５】
【表３】

【産業上の利用可能性】
【０１０６】
　本発明の光学フィルムは、アンチリフレクション（ＡＲ）フィルムなどの反射防止フィ
ルム、偏光フィルム、位相差フィルム、楕円偏光フィルム、視野角拡大フィルムなどに用
いることができる。また、本発明の光学フィルムは液晶表示装置（ＬＣＤ）や有機エレク
トロルミネッセンス（ＥＬ）などのフラットパネル表示装置（ＦＰＤ）に用いることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】ラビング処理の装置に係る概略図である。
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【図２】被覆層における屈折率楕円体の模式図である。
【符号の説明】
【０１０８】
１・・・ローラー
２・・・布
３・・・テーブル
４・・・膜状の重合物
５・・・ローラーの回転方向
６・・・押込量
７・・・テーブルの移動方向

【図１】

【図２】
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